
６月１日は「気象記念日」
～気象庁　気象統計情報より～

「気象記念日」というのをご存じでしょうか？「気象記念日」は、明治 8年 6月 1 日に東京で気象と地震
の観測が開始されたことを記念して定められています。気象観測には計測器（アメダス）等が用いられ、降
水量など様々なデータを計測しています。この計測器は、全国に約 1,300 ヶ所あり、このうち 17 ヶ所が京
都府内にあります。これらの地点で観測された膨大なデータのうち、いくつかをご紹介します。

表は、京都府内 8ヶ所の平成 22 ～ 24 年平均気温とその年較差を示した表です。年較差とは「その年の最
高気温から最低気温を引いた値」です。この値が大きいほど、気温の変化が大きいということになります。
年較差は内陸で大きくなることが知られていますが、京都府ではどうでしょうか。

表　平成 22 ～ 24 年の最高気温、最低気温及び年較差
（単位：℃）

京田辺 京都 園部 美山 福知山 舞鶴 宮津 間人

最　高 37.2 37.5 37.3 36.0 37.5 37.9 37.2 35.8

最　低 △ 6.0 △ 3.3 △ 9.7 △ 7.4 △ 6.0 △ 3.3 △ 4.2 △ 2.3

年較差 43.2 40.8 47.0 43.4 43.5 41.2 41.4 38.1

この表から、園部（南丹市）で最も大きく、間人（京丹後市）で最も小さいことがわかります。京都府に
おいても、年較差は冬の寒さが厳しい内陸部で大きく、沿岸部で小さい傾向であることがわかります。

次に、降水量について見てみます。
ニュースで「観測史上最大を記録」という
言葉を耳にしますが、これを検証するための
時系列データも簡単に手に入れることができ
ます。昨年8月の豪雨を例に見てみましょう。
図は、京田辺の降水量の推移です。昨年の
豪雨では、1 日の降水量が 143.5mm を観測
しました。これが過去最大の降水量であった
か確認すると、昭和 61 年の 200mm、昭和
57 年の 151mmに次ぐ 3番目雨量であったこ
とがわかります（データのある昭和 51 年か
ら掲載）。
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図　京田辺の1日の降水量（最大値）の推移
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資料：気象庁ホームページ「気象統計情報」
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「カ」の文字が８ヶ、中央に線路断面、
全体では車輪をイメージしています。創
業から昭和 11 年頃まで使用されました。
付随客車ハブ３（1889 年ドイツ製）は
荷物室を備えた木造緩急車です。昭和
45 年大阪万博に出展されました。

加悦鉄道株式会社「社章」と「付随客車ハブ 3」

昭和 4年（1929 年）　加悦鉄道「2号機（123 号蒸気機関車）」「1号機」

加悦鉄道が最初に譲り受けた機関車は簸
上鉄道（島根県）２号機でした。通常な
らば「加悦鉄道１号機」となるはずです
が、そのまま「２号機」として使用する
など、のどかな時代でした。

昭和 28年（1953 年）　加悦鉄道を走る「キハ 101」

加悦鉄道創立 10 周年を記念して新造し
た半鋼製片ボギー車。貴重な３軸車であ
り、第二次世界大戦時中には木炭を燃料
としたこともあります。平成 15 年（2003
年）動態復元化を実現しました。
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